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【研究の背景・目的】 

研究代表者らはレーザー加熱式ダイヤモンドアン
ビルセルを用いて、地球深部に相当する超高圧・高温
の環境を実験室で実現し、下部マントルや金属コアの
物質やダイナミクスの解明に取り組んできた。 
 これら現在の地球に関する研究実績を踏まえ、本研
究では「初期地球」にフォーカスした実験を行う。初
期地球の主役である「液体」の挙動（結晶化・元素分
配・密度・価数・音速・熱伝導率）を明らかにするこ
とによって、地球内部の初期進化を理解することを主
な目的とする。具体的には、マグマオーシャンの結晶
化とマントルの初期成層構造、コアとマントルの分離、
コアの結晶化と地球磁場の３つのテーマに取り組む。 

 
【研究の方法】 

本研究では、レーザー加熱式のダイヤモンドアン
ビルセル（図１）を用いた高圧実験が主となる。同

装置を用いた静的圧縮実験によって、すでに地球中
心の圧力温度（365 万気圧、~6000 ケルビン）を上回
る極限環境での物性測定が可能となっている。結晶
化実験では、収束イオンビーム装置を用いて、融解
させた微小な試料を正確に切り出し、電子顕微鏡観
察を行う。元素分配実験では、大型放射光施設
SPring-8のビームラインBL10XUにＸ線吸収微細構造
（XAFS）測定システムを導入し、元素の物理化学的
特性を決定することが鍵になる。また同じく BL10XU
に高解像度イメージングシステムを構築し、密度・
伝導度などの測定を精度良く行う。伝導度などの測
定を精度良く行う。 
 

【期待される成果と意義】 
 地球形成時に地球はマグマオーシャンに覆われて
いたとされる。マグマオーシャン固結時こそ、固体

地球の出発点である。その出発点を知ることは現在
の地球の理解にもつながる。コアとマントルの分離
（コアの形成）は初期地球における最大のイベント
である。それを理解することは、コアの出発点と現
在のコアへの進化を理解することにつながる。また
本研究では、内核誕生以前のコアの化学進化を詳細
に解明して、地球磁場形成メカニズムをも明らかに
しようとしている。 
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【研究期間と研究経費】 

平成２８年度－３２年度 387,500 千円 

 

【ホームページ等】 
https://members.elsi.jp/~kei/ja/ 
director@elsi.jp 

 

図１．ダイヤモンドアンビルセル     
            超高圧発生装置 
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